
 

                

 

 

 

令 和 ６ 年 ５ 月 ２ 日 

札 幌 開 発 建 設 部 

みんなで洪水からまちを守る「総合治水」 
～国と道、市が連携して進める総合治水を学ぼう～ 

 

 
 

 

 

北海道開発局、北海道、札幌市、石狩市は、近年の降雨量の増大と水害の激甚化・頻発化に備

え、集水域から氾濫域にわたる流域の住民、企業等を含むあらゆる関係者が協働して取り組む「流

域治水」を推進しています。 

札幌市北部および石狩市にまたがる伏籠川等の流域は、低平地であることに加え、市街化が進

んだことで洪水流出量が増大し、度々洪水被害に見舞われてきました。このことから、昭和５５

年より洪水被害の軽減を目的に、河川・下水道・宅地開発等に関わる流域の関係機関が一体とな

って洪水に備える取組として、「流域治水」に先駆けて「総合治水」に取り組んできました。 

身近にある総合治水対策等の取組について多くの方に知ってもらい、防災・減災意識の向上に

資することを目的としたパネル展示及び現地視察会を実施します。 

あわせて、７月８日～１２日に日本で初めて開催される第９回全球エネルギー水循環プロジェ

クト国際会議（The 9th GEWEX-OSC）※のパネル展示も実施します。 

※ 地球温暖化問題に対する緩和策と適応策の立案及びそれに向けた気候変動の将来予測とい

った喫緊の課題について、当該分野で国際的に活躍する世界各国の関係者が集結し、最新

の研究成果や取組を共有して議論する場です。日本での開催は札幌が初めてとなります。 

記 

１ パネル展示 

【開催日及び会場】 

      ○令和６年５月１０日(金)～２７日(月) 一般国道２３０号公共地下歩道 

                          （北１条地下駐車場となり） 

      ○令和６年５月１５日(水)～２１日(火) 札幌地下街オーロラコーナー 

○令和６年５月 ７日(火)～１０日(金) 石狩市役所１Ｆロビー  

  ２ 現地視察会 

【内  容】総合治水施設の現地視察 

【開催日時】令和６年６月２２日（土） ９：００～１６：００（小雨決行） 

【見学場所】川の博物館（弁天丸乗船）、望月寒川放水路 など 

【対  象】小学校４年生～６年生とその保護者（実施要領は別紙のとおり） 

 

 

 

 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 

 流域治水対策専門官   宮下 綾太（電話番号 011-611-0329 ダイヤルイン） 

河川計画課 治水専門官 中西 淳 （電話番号 011-611-0329 ダイヤルイン） 

北海道開発局、北海道、札幌市、石狩市は連携して、総合治水に関するパネル展示及び現地視

察会を実施しますのでお知らせします。 

総合治水は、都市型水害に対し、流域が一体となって洪水に備える取組です。普段何気なく使

っている学校や公園にも大雨の時に川の増水を防ぐため、雨水を貯める機能が備わっています。 

いざというときに備えて、身近にある総合治水の取組について学びませんか。 

札幌開発建設部ホームページ http://www.hkd.mlit.go.jp/sp/ 





2024 総合治水推進週間
パネル展 開催場所

札幌市地下街
オーロラコーナー
【オーロラタウン】

令和6年5月15日(水)～21日(火)

一般国道230号
公共地下歩道

【チ・カ・ホ直結】
令和6年5月10日(金)～27日(月)

石狩市役所
令和6年5月7日(火)～10日(金)











地球のエネルギー水循環・気候変動と人類の持続可能な発展

9th Global Energy and Water Exchanges Open Science Conference

第9回全球エネルギー水循環プロジェクト国際会議
世界48ヵ国の科学者が札幌に集結！

2024年7月8日(月)～7月12日(金)
※会議前にも市民向けのプレイベントあり（詳細は裏面）

会場 京王プラザホテル札幌

地球温暖化問題と気候変動の将来予測は、今、全世界で取り組
まなければならない喫緊の問題です。
GEWEX-OSC（全球エネルギー水循環プロジェクト国際会議）は、

当該分野で国際的に活躍する世界各国からの研究者が集結し、全
球スケール及び地域スケールでのエネルギーや水の挙動に関する最新の
研究成果を共有し、議論する場です。GEWEX-OSC はおおむね2-5
年に一度開催されており、日本での開催は2024 年が初めてとなります。
気候変動への取り組みは、産官学に加えて国民・市民の皆さんの

協力が必要不可欠です。本会議では、一般の方も参加できる国際会
議にすることを目指しており、「市民講座」「若手研究者イベント」等を
企画しております。これをもって、道民を始めとする国民全体の気候変
動や防災への意識醸成につなげたいと考えています。

9th GEWEX-OSC 札幌実行委員会 委員長 山田 朋人

全球エネルギー水循環プロジェクト
（ Global Energy and Water
Exchanges：GEWEX）は、国際学
術会議（ISC) 、世界気象機関
（WMO）、ユネスコ政府間海洋学
委員会（IOC-UNESCO）が共同
出資している世界気候研究計画
（WCRP）が進める中核プログラム
の１つであり、1990年に国際事務
局（International GEWEX Project
Office）が設立されました。

我が国の水循環科学や気候変動に関する研究は世界を先導する
水準にあります。これらの研究で確立された地球観測や数値シミュレー
ション等の先進技術と、研究によって得られた科学的な知見は、地球
温暖化対策のための基盤情報・技術として未来の日本の社会づくりに
貢献しており、これらの一連の活動は国連気候変動枠組定例会合
（UNFCCC）で報告されました。
本会議では、日本が先駆的に進めてきた最新の研究と社会での応

用事例を北海道・札幌から世界に向けて発信し、分野や地域の垣根
を超えた高度な連携の機運を高めたいと考えています。

我が国で進めている先進的な研究の一例

ー札幌開催の意義ーーご挨拶（開催趣旨）ー

ーGEWEXとはー

市民講座についてのお問合せも受け付けております。
お問い合せフォーム

アンサンブル気候データを用いた将来の降雨予測

季節ごとの降水量の将来変化「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」
国交省検討会より提言

国連気候変動枠組定例会合
（UNFCCC）で報告


